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町並みは地域住民の生活の基盤である建物の連担であり，地域の人々のライフスタイルが反映された風景

であると考えられ，今後の町並み保全を考えるにあたってはその変遷メカニズムの解明が求められる．本

研究では，岐阜県郡上市八幡町の中心市街地を対象に，建物写真の分析と住民へのインタビュー調査を通

じてファサードの変遷実態と，変遷の背景やそれに起因するライフスタイルの変化，変遷に関与した主体

などを把握し，複数のファサードの変遷プロセスや要因の集合として，町並みの変遷メカニズムを示した．

結果，用途変化を伴う建物の変化が中心部へ遷移していること，町家の建ち並ぶ町並みに特有の敷地割を

はじめとする地域固有のビルディングタイプが，ファサードの継承の要因の一つであると明らかになった． 
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1．序論

(1) 研究の背景と目的

 日本の各地域においては，気候風土への適応や，

建築材料，工法の制限を受けて地域に根差した住宅

が生産され，その連担として地域特有のまとまりの

ある町並みが形成されてきた．その一方で，これら

の町並みは近代化の過程の中でまとまりや地域性を

喪失する危機に晒され，これに対して重要伝統的建

造物群保存地区の選定や地域住宅計画（HOPE 計画）

など，町並みの歴史性の保全や町並みを構成する建

物に地域性を取り戻す活動が行われてきた． 

歴史性や地域性に重点を置くこれらの取り組みは，

近代化の過程で生じた町並みの綻びを整えることに

は一定の成果を上げた．しかし，近年の少子高齢化

や過疎化に伴うライフスタイルの変化と，これまで

の町並み保全の取り組みとの齟齬によって生じる課

題が指摘されている 1)2)．これらの課題に適合し，今

後のライフスタイルに即した町並み保全を考えるた

めには，まずは町並みの変遷を紐解いていく必要が

ある． 

町並みは，地域の住民の生活の基盤である建物の

連担であり，その変遷は条例や町並み保全の取り組

みによるところもあるが，生業，居住形態など個々

の建物の利用者の生活の事情や意向によるところが

大きい 3)．したがって，地域の住民のライフスタイ

ルの観点から町並みの変遷を考える際には，町並み

を構成する個々の建物のファサードを住民の生活の

様子の表れと捉え，変遷の背景にある様々な要因を

含んだ動的なメカニズムとして捉える必要がある． 

筆者らは先行研究 4)において，早稲田大学佐々木

葉研究室が永らく研究フィールドとしてきた岐阜県

郡上市八幡町の中心市街地（以下，郡上八幡と呼ぶ）

を対象に，ほぼ 10 年ごとの 3 時点において調査し

た約 600 件のファサードの写真をもとに分析を実施

した．結果として，郡上八幡の町並みを構成するフ

ァサードの類型を特定し，その変化の傾向を明らか

にした．本研究では，先行研究で明らかになった変

遷の背景にあたる個々の建物の利用者の生活の事情

や意向，変遷に関与した主体などをインタビュー調

査により明らかにし，それら様々な要素と複数のフ

ァサードの変遷プロセスの集合としての町並みの変

遷メカニズムを明らかにすることを目的とする． 

(2) 既存研究の整理

 これまでの町並み保全に関する研究は，代表的な

施策である a)伝統的建造物群保存地区に関する研

究や，b)地域住宅計画に関する研究に蓄積がみられ

る．また，c)地域の建物生産，更新や維持管理に関

する研究や，d)町並みの変遷の実態やその要因に着

目した研究もみられる．以上 4 点を本研究に関連す

る既往研究として整理し，本研究の位置づけを示す． 

a) 伝統的建造物群保存地区に関する研究

 伝統的建造物群保存地区（以下，伝建地区）に関

しては，修理・修景事業，保全事業に着目した研究

や，制度上の課題に着目した研究があり，本研究の
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関心に近い．北山ら 5)の研究は，修理・修景の補助

対象となる改修箇所を明らかにした．畔柳ら 6)の研

究は，伝建地区内の修理・修景に携わる建設業従事

者の数や収益といった実態を明らかにし，地域の建

設業従事者への支援が必要だと指摘している．金ら
1)は，伝建地区の現状変更の実態と住民のニーズを

把握し，生活上の要求と保全基準の乖離を指摘して

いる．また，畔柳 2)らの研究では，伝建地区を生活

空間として捉え，全国の伝建地区における日常的な

生活を支える施設と雇用発生地域の有無を調査し，

生活環境の評価を行っている．その上で，自治体の

施策においては，歴史性を重視し生活との関連性を

想定したものが少ないことを指摘し，伝建地区を生

活空間として扱う上での計画上の課題を明らかにし

ている．  

b) 地域住宅計画に関する研究 

地域住宅計画（HOPE 計画）に関する研究として，

計画に関連したまちづくり組織に着目した研究 7)や，

計画が適応された地域での町並みの変容の実態を明

らかにした研究 8)がみられるほか，2013 年には計画

の三十周年と地域住宅計画推進協議会の解散を記念

して，計画全体のレビューを行った地域住宅計画三

十周年記念誌 9)が発行されている．川崎はこの紙面

で，HOPE 計画の成果として地域文化や地域産材，

地域生産体制等の確立があり，反対に課題としては

住宅政策の地方分権化が期待よりも進まなかったこ

とを挙げている．また秋山 10)は，建築基準法の性能

規定化や民間検査機関の確認など，品質管理に関す

る制度上の負担が大きいことや，生産の担い手とな

る現場技能者の不足・高齢化を課題として指摘して

いる． 

c) 地域の建物生産，更新や維持管理に関する研究 

井上ら 11)の研究は，従来の町並み保全型まちづく

りの課題として技術継承の不足を指摘し，HOPE 計

画の実施された事例の分析を通じて，大工が積極的

に関与する技術継承型の町並み保全を示している．

益尾ら 12)は，伝統的家屋の維持管理や地域の新築工

事の担い手を地域住宅生産体制と位置づけ，その生

業を保存する方策を論じている．工事統計や維持管

理の実態の把握を通じて，集落内の維持管理だけで

なく周辺集落と連携した維持管理や，地域内の別需

要にも対応するといった形で工事量を確保すること

が，地域の建設業の生業保存のために必要だと指摘

している． 

住民自身による維持管理に着目した研究もみられ

る．中村 13)による研究では，文献を通じて伝統的な

住宅における日常的な維持管理の実態を分析し，そ

れらが生活，行事と一体化した行為であると指摘し

ている．また藤平ら 14)は，ヒアリングを通じて伝統

的木造住宅の日常的な手入れの実態を明らかにし，

改修や建替えのきっかけや施工者との関わりにも触

れ，今後の維持管理においては地域内，さらには地

域外も含む共助などが求められると指摘している． 

d) 町並みの変遷の実態やその要因に着目した研究 

 清野 15)の研究では，伝建地区である川越一番街を

対象に，敷地用途と外観の変化を明らかにしている．

敷地用途の変化としては併用住宅から商業，博物館

への転換が見られ，観光化に伴う町家の空間構成ル

ールの断絶があることを指摘している．また外観の

変化としては，看板ファサードの除去など歴史的な

復元，修景によるものが多く見られると指摘してい

る．ハノイ旧市街を対象とした内海 16)の研究では，

2 時点の建物調査をもとに，店舗化の進行，業種の

観光産業化に伴う建物外観の変化など，営利目的で

の保存対象の町家の取り壊しなどが起きていること

を明らかにしている．これらの研究では町並みや用

途変化の実態からその背景の要因を考察しており，

筆者らの先行研究のアプローチに近い． 

森下ら 17)の研究では，函館市西部地区を対象に，

町並みの色彩に着目してその変化実態，ヒアリング

を通じた住民の過去の記憶，色彩選択の意思決定に

関して調査している．一定の調和を保った色彩の変

化のしくみは，塗装業者，近隣の支援体制や，色彩

にまつわる住民の記憶などが関係づけられた構造に

あると明らかにしており，町並みの変化に関わる

様々な要因間の関係を示していることから，本研究

で試みるメカニズムの分析に関心が近い． 

 

(3) 本研究の位置づけ 

伝建地区に関する既往研究からは，歴史性に基づ

く施策と住民のライフスタイルの乖離が課題として

確認され，地域住宅計画に関する研究からは，住宅

生産の担い手が建物の地域性を保全するために重要

であることが確認できた． 

その一方で，地域の建物生産，更新や維持管理に

関する既往研究からは，町並みを構成する建物の生

産の担い手である建設業を生業として持続させてい

くことの困難さが伺え，住民自身の手による維持管

理においても，旧来の生活習慣と密着したそれらの

行為を新たな生活習慣においても持続させていくた

めの方策が検討されている． 

本研究のアプローチに近い，町並みの変遷の実態

やその要因に着目した研究では，建物の外観や用途

などの情報をもとにその要因を考察する研究がみら

れる一方で，住民に実際に聞き取りを行い，個別の

建物の具体的な変化要因を探る研究もみられるもの
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の，対象は色彩などファサードの部分的な要素に限

定されている．本研究では，ファサードの変化・不

変化双方を含めた通時的な移り変わりを変遷として

捉え，ファサード全体の変遷実態及びそのメカニズ

ムに着目する点に特徴がある． 

 

(4) 研究の構成 

本研究では，岐阜県郡上市八幡町の中心市街地を

対象に，三時点の建物写真の比較を通じてファサー

ドの外観の変遷の実態を明らかにするとともに，変

化の規模を特定する．続いて，大規模な変化が見ら

れた物件と小規模な変化にとどまる物件に対してイ

ンタビュー調査を実施し，変化の要因あるいは変化

しなかった要因を聞き取るとともに，ファサードの

変化前後の暮らしの変容や，変化に関与した主体，

意思決定などを探る．以上を通じて個々のファサー

ド変遷の要因を収集し，インタビュー調査の書き起

こしの分析を通じて，ファサード変遷の全体像とし

て地域の町並みの変遷メカニズムを明らかにする． 

 

 

2．研究対象地 

 

(1) 岐阜県郡上市八幡町中心市街地の概要 

 本研究の対象地である岐阜県郡上市八幡町の中心

市街地，通称郡上八幡は，江戸期に城下町として整

備された町割や用水などの基盤を今日まで残す地域

であり，市街地を二分する吉田川の北側，北町と称

される地区（図-1）では，1917 年の大火後に建築さ

れた町家が並ぶ町並みが残され，伝建地区に選定さ

れている．吉田川の南側，南町と称される地区（図

-2）には，大火の影響を受けずに江戸期から残され

た建物が一部存在するが，多くの建物は町家の伝統

的な構造形式は残しつつもアルミサッシやトタンな

どの現代的な材質に置き換えられたファサードや，

軒や庇が見られない看板建築など，時代に応じて改

修，改築，あるいは建替えられた建物による町並み

が見られる． 

 

(2) 郡上八幡での町並みに関するまちづくり活動 

郡上八幡では，2012 年の北町の伝建地区指定以前

からも様々な町並み保全の取り組みが行われている． 

郡上八幡におけるまちづくり活動の契機は，1970

年代の渡部一二らの水環境調査であり，これを受け

て水環境を活かしたまちづくり活動が始まった．水

をテーマに取り組む住民組織さつきの会の発足に続

いて，1986 年の柳町町並み保存会，1991 年の職人町

町並み保存会，1993 年の鍛冶屋町町並み保存会の設

立と，町並み保存に取り組む住民組織が生まれ，住

民主体による建物のデザイン審査等が行われ，まち

づくりは町並み整備へと展開する．1991 年には，景

観基本計画・景観条例が制定され，町並みに関する

まちづくり活動は郡上八幡全域へと拡大した． 

これらのテーマごとの取り組みに続いて，より総

合的なまちづくりに向けて 1996 年には八幡町都市

計画マスタープランが策定された．これに応じて

2001 年から行われた街なみ環境整備事業では道路

美装化や照明整備等が進められ，対象地区ではまち

なみづくり町民協定が締結されたほか，1998 年のま

ちづくり協議会の設立など，市街地全域での町並み

整備がさらに進められていく． 

以上のような取り組みを受けて，初期に自主的な

保存会のあった北町の一部は 2012 年に重要伝統的

建造物群保存地区に指定された．さらに，歴史まち

づくり法に基づいて郡上市歴史的風致維持向上計画

が 2014 年に認定され，重点地区での電線類無電柱化

など，現在も継続して町並みに関したまちづくり活

動が展開されている． 

 

(3) 郡上八幡の基本的なビルディングタイプ 

 郡上八幡の基本的なビルディングタイプは，間口

が狭く奥行きの長い敷地に，前面の壁面を街路との

境界部に備え，左右は隣と接して建つ切妻平入の 2

階建ての町家である．先行研究 1)では，以上の町家

の基本的要素に加えて，軒や庇，高さ方向の分節，

1 階部分の開口面積や木質系の材質などに注目して

ファサードのタイプ分類を行っている． 

図-1 北町の町並み 図-2 南町の町並み 

図-3 調査対象エリア（国土地理院地図に加筆） 
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この分類を通じて，軒や庇，格子などの伝統的要

素が無く材質も非木質なものとする現代的なファサ

ードにおいても，1 階部の開口が大きくとられ，壁

面が通りとの境界部に面しているケースが多く確認

された．このことから，郡上八幡においては，通り

に対してオープンである住まい方を継承しつつも，

材質や意匠などは現代的なものへと更新が行われて

きたと考えられる． 

 

 

3．建物写真の比較によるファサードの変化実

態の分析 

 

(1) 建物写真データの概要 

 図-3に示す，伝建地区に指定されたエリアに隣接

し，主要な通りに面した建物を対象に撮影した写真

データを用いて分析を実施する．写真は，それぞれ

の敷地につき，1999 年 7 月に日本福祉大学佐々木葉

研究室が撮影したもの，2010 年 11 月に早稲田大学

佐々木葉研究室が撮影したもの，2020 年 9 月に筆者

らが撮影した 3 時点のものがあり，筆者らは先行研

究 1)にてこのデータから郡上八幡のファサードのタ

イプの抽出，ならびにこれの変化パターンの特定を

行っている．本論文では，建て替え，改修，維持管

理などの建物に手が加えられた規模を把握すること

を目的として，写真データからファサードの変化箇

所の特定を行う． 

 

(2) ファサードの変化を把握する項目 

 郡上八幡のファサードの基本的な特徴を踏まえ，

また伝建地区における現状変更の実態を把握した研

究 5)を参考にして，本研究では図-4に示す 5 項目の

変化を写真の比較により把握した． 

軒高，間口，壁面の位置による建物の基本的な外

形をシルエットとして捉え，壁面の開口部や軒，庇

などの構成部位の形状をパートとして捉える．また，

それぞれの構成部位の材質および色彩をテクスチャ

とし，建具や格子，高欄などをエレメント，室外機

などの建築設備や看板などを付属物として捉える．

また，各項目においては，例えば建て替えによって

シルエットが変化しその他の項目が従属的に変化す

るなど，他の項目の変化と連動しているものを区別

するための判定や，シルエットでは取り壊し，テク

スチャでは色彩のみの変化，付属物では看板の変化

を伴うものを区別する判定を設けている． 

以上の 5 項目の検討をそれぞれの建物に対して行

い，1999 年から 2010 年にかけての変化と 2010 年か

ら 2020 年にかけての変化の 2 つのデータセットを

得た． 

 

(3) ファサードの変化の傾向 

表-1に，5 項目の全ての判定結果をもとに，それ

ぞれの判定結果を小分類としてまとめ，最も規模の

大きい変化項目を大分類として，各分類に該当する

建物の軒数を示した． 

1999 年から 2010 年にかけて（以下，前半）の変

化と，2010 年から 2020 年にかけて（以下，後半）

の変化いずれでも最も件数が多い分類は，5 項目す

べてで変化が見られない「変化なし」に該当するも

ので，他に件数の多い分類も，「付属物」や「エレメ

ント」のみの変化に留まるものであり，ファサード

の基本的な要素を変えずにゆるやかに変化する様子

が確認された．この他，シルエットの変化に連動し

て他項目が変化する「建替え」や「取り壊し」，部分

的な改修である「パートの変化箇所のみでの変化」

図-4 ファサードの変化を把握する 5 項目 

項目名 模式図 判定

シルエット 変化なし

・軒高
・間口
・壁面の位置

変化あり

取り壊し

空地

パート 変化なし

・開口部の形状
・軒，庇の形状
…

変化あり

他項目の変化に連動

空地，新築，取り壊し

テクスチャ 変化なし

・壁面の材質，色彩
・軒，庇の材質，色彩
…

変化あり

塗装のみの変化

他項目の変化に連動

空地，新築，取り壊し

エレメント 変化なし

・出入口，窓
・格子
・高欄
…

変化あり

他項目の変化に連動

空地，新築，取り壊し

付属物 変化なし

・室外機
・プロパンガス
・看板
…

変化あり

看板・サインの変化

他項目の変化に連動

空地，新築，取り壊し

開口部

開口部

壁面

出入口格子

高欄

窓

室外機

ガス

軒高

間口
壁面

番号大分類 小分類 件数

1999～2010 2010～2020

1 シルエットの変化 建替え 26 13

2 空地での新築 4 4

3 建替えに至らない改修 2 0

4 取り壊し 24 18

5 パートの変化 パート変化箇所以外での変化を伴うもの 6 18

6 パート変化箇所のみでの変化 35 27

7 テクスチャの変化 材質の変化 26 13

8 色彩の変化 13 23

9 エレメントの変化 53 30

10 付属物の変化 看板の変化 72 65

11 設備のみの変化 69 57

12 変化なし 280 326

13 空地 7 24

14 その他 8 7

計 625 625

表-1 ファサードの変化の分類と集計結果 
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といった分類が件数の多いものとして挙げられる．

それぞれの敷地において 3 時点間全体での変化の分

類を表-2に示す．前半，後半どちらも全く変化が見

られなかったものが最も多く 155 件で，シルエット

やパートなどの項目が前半で変化し，後半で全く変

化していない物件も多く見られた．前半で更新され

た建物が後半ではそのまま住まわれる様子を示して

いると考えられる． 

 

(4) ファサード・用途変化の分布 

以上の変化を，それぞれの項目ごとにマッピング

して傾向をみた．以下，特徴的な分布がみられたパ

ートの項目について述べる． 

パートの変化がみられた建物の分布（図-5）から

は，前半では周縁部の住居地域で見られた変化が，

後半では商業地域である中心部へと遷移している様

子が確認できる．  

図-5で示した物件について，その用途変化を，業

種転換，閉業，開業・新規店舗，用途変化なしの 4 項

目に分類し，前半，後半それぞれの分布を示した（図

-6）．前半でのパートの変化は用途変化を伴わない住

宅の改修が多く，後半でのパートの変化は中心部で

の閉業に伴う店舗から住宅への用途転換や，観光を

意識した店舗への業種転換，空き家の利活用による

新規店舗開業などの傾向が見られる． 

 

 

4．個々のファサードの変遷の要因と変遷に関

与した主体 

 

 本研究の対象である，1999 年から 2020 年の間の

およそ 20 年間でのファサードの変遷に対して，その

要因や変遷に関与した主体についてインタビュー調

査を実施した．本章では大規模な変化が見られるシ

ルエットとパートの項目で変化が見られた物件を対

象に，インタビュー調査で得られた情報の集計結果

を示す． 

 

(1) 大規模な変化のある物件を対象としたインタ 

ビュー調査の概要 

調査対象 625 件のうち，調査対象期間のおよそ 20

年間のいずれかの時点でシルエット，パートの項目

で変化がみられたものは 132 件であった．このうち，

既に取り壊されて空地となっているもの倉庫など調

査不能なものを除いて 121 件を対象にインタビュー

調査を実施し，47 件の回答を得られた．表-3に調査

の概要を示す． 

 

(2) ファサードの変化に至った要因 

 表-4に，インタビューを通じて得られたファサー

ドの変化に至った要因を 9 種に分類し，その集計を

示した．最も多く見られた要因は老朽化で，シルエ

ットの変化を伴う物件において最も多く占める要因

となっており，建て替えに至る主要な要因となって

いる．一方で，シルエットの変化を伴わない物件に

おいては，変化の主な要因として業種転換に伴うも

のや外観，機能の改良が挙げられている．複合的な

要因に着目すると，住み替えに伴って老朽化してい

た建物を改修するケースや，老朽化の解消に合わせ

図-5 パートの変化がみられた建物の分布 

1999年～2010年の変化

2010年～2020年の変化

パートの変化

シルエットの変化に連動した
パートの変化

パートの変化

シルエットの変化に連動した
パートの変化

商業地域

第一種住居地域

第二種住居地域

近隣商業地域

1999年～2010年の変化

業種転換

閉業

開業・新規店舗

用途変化なし

商業地域

第一種住居地域

第二種住居地域

近隣商業地域

2010年～2020年の変化

業種転換

閉業

開業・新規店舗

用途変化なし

商業地域

第一種住居地域

第二種住居地域

近隣商業地域

図-6 パートの変化がみられた物件の用途変化の分布 

* 分類の番号は表-1に従う． 

表-2 3 時点間全体での変化の分類と集計結果 
後半の変化分類

前半の変化分類 1 3 2 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 計

1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 3 22 0 0 26

2 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 4

3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 2

4 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 4 24

5 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 6

6 1 0 0 0 1 1 0 2 0 5 6 19 0 0 35

7 0 0 0 0 1 2 0 1 0 2 4 16 0 0 26

8 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 9 0 0 13

9 0 0 0 0 3 1 1 0 6 7 5 30 0 0 53

10 6 0 0 4 2 8 3 4 2 12 5 26 0 0 72

11 1 0 0 2 1 3 4 3 5 5 7 38 0 0 69

12 4 0 0 9 10 12 4 13 15 33 25 155 0 0 280

13 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 7

14 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3 8

計 13 0 4 18 18 27 13 23 30 65 57 326 24 7 625
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てトイレの水洗化など水回りの改良を行うケースが

見られた． 

 

(3) ファサードの変化パターンと変化要因の関係 

 先行研究 4)では，各時点のファサードの特徴ごと

にタイプ分けを実施した上で 3 時点全体でのタイプ

の移り変わりとして，各物件のファサードの変化パ

ターンを特定している．このファサードの変化パタ

ーンと，主な変化要因との関係を以下に示した（表

-4）．表中のグラフは各列におけるデータの占める割

合を示す．住居が建て替えを経て現代的な住居にな

るパターンでは，老朽化を主な要因とするものが多

く占めることが確認できる．また，業種を継承して

改修が行われるパターンでは，同じ飲食店の業種を

継承しつつも店舗の所有者が変わり，ファサードの

印象を新たな店舗に合わせて改修するケースが多く

見られた．このほか，先行研究ではファサードのタ

イプの変化までに至らないとされたケースにおいて

もシルエット，パートの変化があり，業種転換や改

良といった要因によって大規模な変化を経た後も旧

来のファサードの特徴を残して建物が用いられてい

る様子が確認できる． 

 

(4) ファサードの変化に関与した主体の傾向 

 ファサードの変化に携わった主体として，施工者，

設計者及び下請けと，それら業者と住民との関係を

調査した．以下にその傾向を示す（表-6）．施工者と

しては，市内の工務店，大工に依頼するケースが多

く見られ，施工者に一括で設計を依頼するほか，住

民が自身で個別に設計者を選ぶケースも見られた．

また，建具や設備を担当する下請け業者も住民が自

身で個別に選定するケースもあり，これは特に施工

者が大工と選定されている場合に多くみられ，仕事

上での付き合いや親戚，知人関係にある馴染みの業

者を選定する，出入り関係に類似した関係にあるこ

とが明らかになった． 

 

 

5．テキストデータの分析を通じた町並みの変

遷メカニズムの分析 

 

 本研究の対象物件は，建設業者や設計者が関与す

るような大規模な変化に比して全く変化していない

ものや小規模な変化に留まる物件の数が多くを占め

る（3 章）．個々のファサードの集合として町並みを

捉える際にはこれらの物件にも注目する必要がある

ため，インタビュー調査を実施した（表-6）． 

これらの小規模な変化に留まる物件は，その要因

以前の用途
変化 建て替え 建て替え
変化後の用途 住居 住居 住居

変化後のファサード 伝統的 現代的 現代的 継承 転換 現代的 現代的
0 0 4 1 2 0 1 1 2 11
0 1 0 0 0 2 1 0 1 5
0 0 0 1 1 0 0 0 0 2
1 1 1 0 0 0 1 0 2 6
0 0 0 4 1 1 0 0 4 10
0 2 0 0 1 1 0 0 3 7
0 2 0 1 0 0 2 0 0 5
0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
1 6 5 7 5 4 5 1 13 47

改良
家族構成
その他
総計

老朽化
閉業
新店舗
住み替え
業種転換

その他 ファサード
タイプ不変化

総計住居
改修

店舗
改修

住居 店舗

*

**

***

ファサード変化
パターン

主な
変化要因

表-5 ファサードのタイプ間の移り変わりを示した変化パターンと変化要因の関係 

* もとは店舗ではなく繊維工場だった建物を閉業して住居としたケース．店舗ではないためもとの用途を住居とするパターンに該当する． 

** 業種も建物所有者も継承した店舗が建て替えによって変化したケース． 

*** 先行研究では，飲食店が他の飲食店になるケースも業種が継承されているとしてパターン分類を実施していが，本調査では建物利用者が変わった店舗なども業種転換に加えている． 

下請け選定タイプ
施工者 設計者 一括依頼 個別選定 なし 不明
DIYタイプ なし 2
市外工務店 一括依頼 1 1

施行業者と同じ 2 2
市外大工 個別選定 1 1

不明 1 1
市内工務店 なし 1 1

個別選定 4 1 5
施行業者と同じ 8 3 1 12
不明 2 2

市内大工 なし 1 1 1 3
個別選定 2 3 5
施行業者と同じ 5 3 8
不明 1 1

不明 不明 3 3 3
24 11 4 8

計

総計

3

2

20

17

47

2

表-6 ファサードの変化に関与した業者の集計 

表-3 大規模な変化のある物件を対象としたインタビュ 

ー調査の概要 

調査対象 写真分析の期間のいずれかの時点においてシルエット・パートの項目で変化
が見られた住宅・店舗121件

調査期間 2022年10月24日～11月3日

調査方法 対面による半構造化インタビュー調査

回答件数 47件（回答率38.8％）

調査項目 ・建物を変更した理由 ・依頼した業者に関して ・以前の生活様式との比較
・現状の不満点，満足点 ・補助の有無 ・規制に関して など

表-4 変化要因とシルエットの変化状況の関係 

有 無
6 2 8

家族構成 2 0 2
改良 1 0 1

2 3
1 1
1 1 2

改良 1 0 1
老朽化 1 2 3

2 7 9
閉業 0 1 1

0 6 6
老朽化 0 1 1

1 2 3
改良 0 1 1
閉業 1 0 1

0 1
19 28

1
47

6

10

7

5

計

5
2

シルエットの変化
主な要因 複合的な要因

11

家族構成

その他

閉業
新店舗

総計

老朽化

住み替え

業種転換

改良
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が大規模に変化しているものに対して明確でない．

そのため本章では，前章で示したファサードの変遷

の要因，関与した主体に加えて，変化前後での暮ら

しの様子や，住まいに対する要望・満足，世帯構成，

変化における意思決定のプロセスなどにも注目して，

町並みの変遷メカニズムの分析を試みる．  

 

(1) 分析手法 

 インタビュー調査の書き起こしデータに対する分

析手法として，木下 18)によって提示された修正版グ

ラウンデッド・セオリー・アプローチ（以下，M-GTA）

を導入する．ただし，本研究では各ファサードにお

ける変化規模の差なども視野に入れて分析を行うた

め，その手法をアレンジしている．M-GTA では，設

定した「分析テーマ」「分析焦点者」の観点から関連

する箇所をテキストから抜きだして概念を生成し，

概念のまとまりとしてのカテゴリー間の関係をみて，

ある事象のプロセスや構造などを明らかにする．本

研究では分析テーマを「郡上八幡における，ファサ

ードの集合としての町並みの変遷メカニズム」と設

定し，複数のファサードの変遷ケースを総合して分

析を行うために，分析焦点者をファサード変化規模

を問わず一括で「町並みを構成する建物の住民」と

設定する．  

 

(2) 分析結果 

 以上の分析によって得られた，概念およびカテゴ

リーの関係図を図-7に示す．町並みの変遷メカニズ

ムとしては，ファサードの変遷の契機から変遷後の

環境，将来への意向などに至るファサード変遷のメ

インプロセスと，それを構成するカテゴリーや概念

に影響を及ぼす周辺要素の大きく 2 つからなる構造

が示された． ここでは，小規模な変化や更新を行わ

ないケースの要因，住民の積極的な関与，ファサー

ドの変遷前後のライフスタイルの変化の 3 点に着目

する． 

 小規模な変化に留めたり更新を行わないケースに

おいては，積極的な継承によるものと消極的な継承

によるものが見られる．積極的な継承の要因として

は，建物を先祖から継承するという意識や，城下町

らしさを維持する意識，現状の環境に対する満足感

などが見られた．一方で消極的な継承は，嫁いでき

たことや借家であることから建物に愛着を感じない

こと，建て替えによって建築面積が減少することを

嫌うもの，隣と接続していることによる改装の困難

さがあり，隣と接して通りとの境界まで敷地いっぱ

いに建つ，町家で構成された町並みに特有の敷地割

に起因するものが見られ，郡上八幡の基本的なビル

ディングタイプとの関連が考えられる．これに関連

がある概念やカテゴリーは他に，木質系の町家への

馴染みなどがあり，現在の環境に対する満足感へと

繋がって積極的な継承の要因となっている．その一

方で，町家特有の細長い敷地では敷地奥の工事等が

困難であり，結果として部分的な改修ではなく全体

的な建て替えに至るケースも見られた． 

 ファサード変遷のメインプロセスに着目すると，

住民の建物の変更への積極的な関与があるケースを

下支えするものとしては，城下町らしさを維持する

意識や，閉業後も商店街らしさを維持する意識のほ

か，住民の建物やファサードに対する趣向がはっき

りとしているなどの住民の意識が示された． 

 ファサードの変遷前後のライフスタイルに着目す

ると，プライバシーの確保を意図した変化や，気密

性の向上に至った変化が，通りを歩く人が立ち寄る

ような偶発的な付き合いの減少に至る様子などが確

認された．しかし，主要なライフスタイルの変化に

関わると考えられる用途の変化や家族構成の変化は

ファサードの変遷後の環境に起因するものではなく

変遷の契機となる箇所に該当し，それらは現状の建

表-6 小規模な変化に留まる物件を対象としたインタ 

ビュー調査の概要 

調査対象 写真分析の期間においてテクスチャ（色彩のみ）・エレメントの項目で変化が
見られた住宅・店舗101件

調査期間 2022年12月19日～12月24日

調査方法 対面による半構造化インタビュー調査

回答件数 23件（回答率22.8％）

調査項目 ・建物を変更せずに維持する理由 ・以前の生活様式との比較
・現状の不満点，満足点 ・将来の意向 など

契
機

意
識

主
体
間
の
関
係

変
遷
を
経
た
環
境

将
来

新しい建物への望み

プライバシーの確保

駐車場の要望

下水工事、水回りの改善

日当たりの改善

副次的な要望

町並み協定の影響

建蔽率による建築面積の減少

制度等の影響

観光化高齢化

地域的・社会的な要因

気密性の向上利便性の大幅な向上

建物の変化の結果

他の人からの評判

メンテナンス作業の手間の増加

偶発的な近所付き合いの減少

建物の変遷の副次的な影響

老朽化

しっかりした造りの建物という認識

改修の手間を感じる

隣と接続していることによる改装の困難さ

現状の建物に対しての認識

内装の改装と同時に表を改装 積極的な継承

建て替えの要望

部分的な改修の要望

ファサードの変遷の意思決定

古い建物の使い勝手の良さ

木や畳の温もりを好む

木造の通気性の良さ

木質系の町家への馴染み

閉業 住み替えや世帯構成の変化業種転換

ファサードの変化の主な契機

今後の動向の不透明さ

後継者の不在

今後の意向

周囲との調和に対する意識建物やファサードに対する趣向

人が集まれる場を設ける意図

用途にふさわしい表構えの要望

ファサードの変遷に際しての住民の意識

短期間での改修の要望

地域コミュニティとは異なる
コミュニティとの関係

仕事上での付き合い

変更に携わる主体との関係性

市内業者の選定 市外業者の選定DIYでの改装

関係業者の決定

コストを気にしない意向

金銭的な意向

建物の変更への積極的な関与

現在の環境に対する満足感

建物の今後の処遇についての悩み

業者からの改修の提案

先祖から継承するという意識

建物に愛着を感じない

節約する意向

消極的な継承

町家の敷地割の特異性

ファサード変遷のメインプロセス 変遷プロセスの周辺要素

概念

カテゴリー

関係概念

対概念

【凡例】

業者との義理関係の敬遠
知人や親戚関係

商店街らしさを維持する意識

城下町らしさを維持する意識

細部へのこだわり

図-7 ファサードの集合としての町並みの変遷メカニズ 

ムの概念関係図 
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物に対しての認識，制度等の影響，地域的・社会的

な要因に影響されている構造が示された． 

 

 

6．結論 

 

 本研究の成果は以下の通りである． 

1) 郡上八幡における 1999 年から 2020 年にかけ

ての建物の変化を，ファサード写真をもとに分

析した．その傾向として大半の建物は全く変化

しないか小規模な変化に留まり，2010 年から

2020 年にかけては用途転換を伴う商店街中心

部での変化が多いことを明らかにした． 

2) 調査対象物件にインタビュー調査を実施し，フ

ァサードの変化要因と変化傾向の関係，先行研

究でのファサードタイプの変化パターンとの

関係を示した．また，ファサードの変化に関与

した主体間に，住民自身の業者を選定する出入

り関係に類するものがあると示した． 

3) インタビュー調査から得られたテキストデー

タに対して M-GTA の手法を援用した分析を行

い，ファサードの集合としての町並みの変遷メ

カニズムを明らかにした．その結果，ファサー

ドの変遷のメインプロセスとそれに影響を及

ぼす周辺要素があり，特にファサードの継承に

おいては，町家で構成された町並み特有の敷地

割など，郡上八幡の基本的なビルディングタイ

プがその要因として示された． 

 郡上八幡においては，古くからの都市構造が継承

され，その都市を構成する町並みにおいても町家特

有の集住形態である敷地割とその利用が継承されて

きたことが，ファサードを継承し，地域に固有の住

まい方を継承する要因の一つにあると考えられる．

時代に適合したライフスタイルと地域固有の住まい

方の継承を両立させていくためにも，敷地割とそこ

での建物利用に着目した施策が期待される． 
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